
⽇本で⽣まれ、今や世界中にBUTOHとしてその名を定着させた舞踏。
この舞踏の創始者である⼟⽅巽が開発した動きのメソッドが「舞踏譜」です。
本企画では、⼟⽅巽の弟⼦・正朔⽒による「舞踏譜」実践ワークショップおよび
ダンス研究者を招いた研究発表会を併せて開催します。
全てのプログラムに研究者とダンサーが共に参加し意⾒交換を⾏う場を作ることで、
「舞踏譜」をめぐる研究／実践の垣根を超えた議論を構築することを⽬指します。
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参加申し込み⽅法

件名に「学術ウィークス2018申込」と記載の上、申込内容をメールにてお知らせ下さい。
個⼈情報は、本企画の予約管理にのみ利⽤させていただきます。

【対象】舞踏譜や舞踏を通じて⾃分の研究・表現活動を深めたい研究者、学⽣、ダンサー。
研究発表会・実践ワークショップ・意⾒交換のための座談会（スケジュールをご参照下さい。）に参加できる⽅。

【定員】15名程度
【応募締切】2018年11⽉9⽇(⾦)
【申込内容】⽒名・年齢・電話番号・メールアドレス・応募理由(動機やプロフィールなどをお書き下さい。)

※原則として2⽇間の全プログラムにご参加頂ける⽅を募集いたします。
※応募者多数の場合は、応募理由をもとに受講者の選考を⾏う可能性があります。

会場アクセス

撮影：Daniel Lagartofernàndez

スケジュール

正朔 プロフィール

申込・問い合わせ先
関典⼦ (企画協⼒：⼈間発達専攻准教授) n-seki@pegasus.kobe-u.ac.jp
主催：神⼾⼤学⼤学院 ⼈間発達環境学研究科
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1984年より⼟⽅巽に師事、「東北歌舞伎計画 」に出演、師の死後、芦川⽺⼦はじめ残された団員によ
り結成された⽩桃房に1996年まで在籍し、⽩桃房公演の主要作品に出演する、同時に講習⽣達を組織し
「グノーム」を主宰。1988年、故 郡司正勝⽒により正朔と命名される。その後ソロ活動を中⼼にコン
テンポラリーダンス、演劇への客演も⾏なう。2004年、舞踏カンパニー Dance Medium (主宰: ⻑岡
ゆり)に参加し、⻑岡ゆりと共に振付、演出を⾏い全作品に出演、それまで⻑岡ゆりが続けてきた毎週定
期舞踏ワークショップを共に指導し現在に⾄る。2012年「帰ル」にて⻑岡ゆりと共に第43回舞踊批評
家協会賞の⼤賞を受賞、海外での活動も多い。

各最寄り駅から神⼾市営バスをご利⽤ください。
神⼾市営バス36系統「鶴甲団地ゆき」(「鶴甲2丁⽬⽌まり」でも可)に乗⾞し、
「神⼤⼈間発達環境学研究科前」で降りてすぐ。

【最寄り駅】
阪急電⾞神⼾線「六甲」駅 (会場までのバス乗⾞時間 約16分)
JR神⼾線「六甲道」駅 (会場までのバス乗⾞時間 約22分)
阪神電⾞本線「御影」駅 (会場までのバス乗⾞時間 約33分)

(神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス所在地：兵庫県神⼾市鶴甲3-11)

※変更がある場合は、参加者決定後にご連絡いたします。
※動きやすい服装・昼⾷をご持参ください。


